
 

48 
 

アベノミクスに浮かれるな! 
         

  

福
井
市
蓑
町
に
あ
る
国
民
宿

舎
・
鷹
巣
荘
。
福
井
市
は
地
下
１

階
、
地
上
３
階
建
、
客
室
22
室
、

定
員
92
名
の
建
物
を
、
３
階
部
分

を
減
築
し
た
う
え
で
耐
震
補
強
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
、
定
員
４
人

の
客
室
11
室
、
６
人
を
１
室
と
し

客
室
に
は
ト
イ
レ
を
設
け
計
12
室

を
予
定
、
14
年
11
月
竣
工
を
目
指

す
。
13
年
度
か
ら
２
か
年
で
継
続

費
３
億
３
千
万
円
を
予
算
化
し
た
。 

福
井
市
が
過
去
に
広
大
な
敷
地

を
観
光
公
園
と
し
て
民
間
よ
り
取

得
し
た
。
昨
年
福
井
市
は
太
陽
光

発
電
を
計
画
し
、
こ
の
長
年
塩
漬

け
に
な
っ
て
い
た
土
地
を
民
間
企 

           

業
に
委
ね
て
、
わ
ず
か
な
地
代
を

得
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
太
陽
光

発
電
に
は
地
元
住
民
の
反
対
も
あ

っ
て
、
今
回
鷹
巣
荘
を
取
り
壊
し
、

一
部
の
議
員
と
地
元
建
設
業
社
の

要
望
も
あ
り
大
幅
な
改
築
に
至
っ

た
と
聞
く
。 

地
元
の
要
望
は

低
限
温
浴
室

と
い
う
。
福
井
市
は
地
元
の
自
治

会
と
商
工
会
に
は
伝
え
、
説
明
し

た
が
、
地
元
の
旅
館
組
合
に
は
説

明
が
な
か
っ
た
。
３
億
の
税
金
を

使
い
建
て
直
し
て
の
宿
泊
施
設
は

民
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
と
な
る
。 

現
在
ま
で
の
指
定
管
理
者
は

(

株)

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
代
表
者
・ 

       

芝
寿
司
福
井
店
店
長
の
北
野
耕
一

氏
で
、
建
替
え
後
の
新
し
く
な
っ

た
鷹
巣
荘
は
指
定
管
理
者
を
決
め

る
の
に
各
業
者
か
ら
公
募
を
行
う

と
聞
く
が
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
で

概
ね
決
ま
り
だ
ろ
う
。
３
月
議
会 

              

       

で
堀
川
、
田
村
、
中
村
、
片
屋
、

奥
島
議
員
が
理
事
者
へ
反
対
す
る

質
問
も
あ
っ
た
。 

芝
寿
司
福
井
店
代
表
で
あ
り
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
代
表
の
北
野
耕
一

氏
は
、
平
成
17
年
10
月
よ
り
鷹
巣

荘
の
運
営
管
理
業
務
を
福
井
市
よ

り
受
託
し
、
続
い
て
ス
カ
ッ
ト
ラ

ン
ド
九
頭
竜
、
み
ら
く
る
亭
他
６

施
設
を
各
自
治
体
よ
り
任
さ
れ
、

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
長
年

に
亘
り
政
治
家
・
行
政
と
の
癒
着

が
囁
か
れ
、
今
回
の
改
修
事
業
も

約
10
年
に
亘
る
間
柄
故
に
、「
北
野

氏
が
理
事
者
へ
の
進
言
を
基
に
計

画
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
市
民

無
視
の
慣
れ
合
い
。
改
修
後
も
指

定
管
理
者
は
北
野
が
指
定
席
だ
よ
」

と
、
一
部
の
市
議
は
嘆
い
て
い
る
。 

 

SARASA 
Special 

鷹
巣
荘
改
築
に
ポ
ン
と
３
億
円



 

49 
 

アベノミクスに浮かれるな! 
    

｢
平
成
の
大
合
併｣

は
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
を
見
据
え
、
合
併

に
よ
っ
て
財
政
の
効
率
化
を
図
る

と
い
う
趣
旨
だ
っ
た
。
合
併
直
前

に
、
旧
清
水
町
、
美
山
町
、
越
廼

村
は
急
き
ょ
箱
物
を
含
む
公
共
施

設
を
造
り
、
そ
れ
ら
の
統
廃
合
を

怠
っ
た
。
更
に
、
合
併
後
も
実
態

は
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
改
築
、
学
校

の
新
設
な
ど
箱
物
建
設
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
。 

教
育
委
員
会
、
市
民
、
福
祉
保

健
、
商
工
労
働
、
農
林
水
産
、
建

設
、
上
下
水
道
、
企
業
部(

課)

、

競
輪
、
簡
易
水
道
、
宅
地
造
成
、

中
央
卸
売
市
場
、
駐
車
場
、
集
落

排
水
、
生
活
排
水
、
駅
周
辺
整
備

な
ど
多
岐
に
渡
る
縦
割
り
の
施
設

管
理
で
あ
り
、
将
来
の
人
口
減
少

を
見
据
え
た
適
正
な
職
員
配
置
や

公
共
施
設
の
統
廃
合
は
手
付
か
ず
。 

宿
泊
温
泉
施
設
ス
カ
ッ
ト
ラ
ン 

    

ド
や
水
仙
の 

里
温
泉
、
み 

ら
く
る
亭
な 

ど
立
派
な
施 

設
を
保
有
し 

て
い
る
福
井 

市
が
、
３
億
と
は
…
。
近
く
に
何

カ
所
も
必
要
な
い
と
、
市
民
の
声

を
聞
く
。
土
地
、
建
物
を
民
間
に

格
安
で
売
却
す
る
か
無
償
提
供
す

れ
ば
、
固
定
資
産
税
が
収
入
に
な

る
。
地
域
に
偏
よ
り
民
営
施
設
を

圧
迫
す
る
観
点
か
ら
も
市
民
全
体

の
総
意
を
考
慮
し
て
い
る
と
は
思

わ
れ
な
い
。 

地
域
の
実
情
に
配
慮
し
た
施
設

の
統
廃
合
と
再
配
置
な
ど
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
費
用
の
大
幅

な
削
減
と
多
く
の
施
設
の
資
産
経

営
の
観
点
か
ら
も
各
部
、
各
課
を

横
断
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム 

 
 

を
結
成
し
、
行
政
の
発
想
や
慣
例

を
脱
ぎ
捨
て
、
人
件
費
、
公
債
費
、

物
件
費
、
維
持
管
理
費
を
含
め
て

財
務
管
理
を
総
合
的
に
集
中
し
、

利
用
状
況
も
含
め
て
人
員
削
減
と

施
設
運
営
の
合
理
化
を
図
る
財
政

再
建
が
今
後
重
要
と
な
る
。
民
間

の
経
営
と
施
設
運
用
の
発
想
を
取

り
入
れ
る
時
が
来
て
い
る
。 

観
光
、
消
防
、
福
祉
、
教
育
、

公
園
、
集
会
施
設
、
さ
ら
に
は
本

庁
舎
の
維
持
管
理
、
市
役
所
隣
駐

車
場
、
電
話
交
換
、
設
備
管
理
、

警
備
、
清
掃
な
ど
個
別
の
業
務
委

託
を
建
物
全
体
一
括
委
託
す
る
こ

と
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
り
、
管
理

力
は
向
上
し
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

目
が
届
く
。 

４
町
合
併
し
た
坂
井
市
は
早
く

よ
り
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
一
方
大
野
市
は
こ
れ
ま

で
各
課
が
所
管
し
て
い
た
縦
割
り

で
保
有
、
管
理
し
て
い
た
全
て
の

公
共
施
設
を
網
羅
的
に
掌
握
し
、

建
設
か
ら
30
年
が
経
過
し
て
い
る

施
設
か
ら
順
次
に
行
財
政
改
革
の

中
で
見
直
し
し
、
適
正
配
置
に
向

け
た
公
共
施
設
の
再
編
方
針
に
取

り
組
む
と
発
表
し
た
。 

                           

福井市の人口と世帯 (前月比) 

総 数 ２６７,５０９人 
男 129,165 人(－381) 

女 138,344 人(－382) 

世帯数 ９７,８０５世帯 

(－80) 
平成 25年４月１日現在 

財
政
を
脅
か
す
爆
弾｢

箱
物｣ 


